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「あるものさがし」を基に
多様な「チェンジ」と「新陳代謝」を進め、

デジタル技術を活用し市民サービスの向上と

行政運営の効率化を図り、「自慢できる新しい志摩市」の
実現を「さらに、前へ」進めます。

令和7年度 施政方針

Ⅰ

は
じ
め
に

　
昨
年
10
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
再
び
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
政
運
営
１
期
目
に
お
い
て
は
、「
新
陳
代
謝
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
防
災
・

減
災
対
策
や
、
人
口
減
少
対
策
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か

け
に
見
出
さ
れ
た
新
し
い
価
値
観
へ
の
対
応
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
お
け
る
支
援

活
動
で
得
ら
れ
た
気
づ
き
を
基
に
、
新
た
な
課
題
へ
の

対
応
を
加
速
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
へ
の
総
合
的
な
対
応
と
し
て
、
出

産
祝
金
支
給
制
度
の
創
設
お
よ
び
拡
充
や
、
小
・
中
学

生
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
実
現
す
る
な
ど
、
安

心
で
き
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
進
め
る
た
め
、
基
盤

と
な
る
取
り
組
み
を
着
実
に
実
行
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
も
の
の
豊
か
さ
」
で
は
な
く
「
心
の
豊
か

さ
」
の
充
実
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
か
ら
「
あ
る
も
の

さ
が
し
」
へ
の
視
点
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
に
は
、

市
制
20
周
年
を
記
念
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
市
制
20
周
年
記
念
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域
に
あ
る

貴
重
な
資
源
、
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
な
ど
を
見
つ
め

直
し
、
志
摩
市
民
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
や
、
志
摩
市
の

持
つ
か
け
が
え
の
な
い
魅
力
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
て

い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
き

た
、
子
や
孫
の
世
代
へ
「
自
慢
の
ま
ち
」
と
い
う
贈
り

物
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
決
意
を
、
改
め
て
強
い
も
の

と
し
、
２
期
目
と
な
る
市
政
運
営
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ

る
１
年
に
し
て
い
き
ま
す
。 
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Ⅱ

市
政
運
営
の

基
本
方
針

　
令
和
７
年
度
は
「
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市
」
の

実
現
を
「
さ
ら
に
、
前
へ
」
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

醸
成
し
て
き
た
「
あ
る
も
の
さ
が
し
」
の
価
値
観
を
基

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ェ
ン
ジ
を
断
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
「
新
陳
代
謝
」
の
さ
ら
な
る
徹
底
を
図
り
、
成

果
や
効
果
を
意
識
し
た
事
業
の
再
構
築
を
図
る
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ
る
、
行

政
運
営
の
効
率
化
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
社
会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
に
お
い
て

は
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
従
来
か
ら
の
業
務
に
対
す
る
考
え
方
や
業
務

過
程
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
最

大
限
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
、
事
業
者
、
企
業
、
大
学
な
ど
、
多

様
な
主
体
と
の
連
携・協
働
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

志
摩
市
が
抱
え
る
地
域
課
題
に
対
し
て
、
適
切
な
解
決

策
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。

Change!

令
和
7
年
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Ⅲ

第
２
次
志
摩
市
総
合
計
画
の
目
標
達
成
へ
（
５
つ
の
重
点
分
野
）

　
令
和
７
年
度
は
、
５
つ
の
重
点
分
野
と
し
て
「
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
強
靭
な
防
災・減
災
対
策
の
推
進
」

「
少
子
化
対
策
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
」「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
心
豊
か
な
市
民
生
活
の
推
進
」「
元
気
で
持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」「
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市
の
実
現
」
を
設
定
し
、
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
る

第
２
次
志
摩
市
総
合
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
各
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み
を
、「
さ
ら
に
、

前
へ
」
進
め
て
い
く
こ
と
に
注
力
し
ま
す
。

減
災
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
つ
な
が
る
、
防
災
分
野
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

主
な
取
り
組
み
（
12
～
13
ペ
ー
ジ
）

⃝

防
災
物
流
拠
点
整
備
事
業

⃝

災
害
対
策
用
品
等
備
蓄
事
業

⃝

福
祉
避
難
所
備
品
整
備
事
業

⃝

地
域
防
災
力
強
化
事
業

⃝

危
険
物
保
管
庫
購
入
事
業

⃝

循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
設
備
導
入
事
業

⃝

災
害
時
用
通
信
回
線
整
備
事
業　
　
ほ
か

　
令
和
６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
や
、
８
月
に
初

め
て
発
表
さ
れ
た
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
に

加
え
、
令
和
７
年
１
月
に
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
今

後
30
年
以
内
に
起
き
る
確
率
」
が
80
％
程
度
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を

目
指
し
た
津
波
避
難
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
と
、
防

災
訓
練
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
の
取
り
組
み
を
両
輪
に
よ

り
強
化
す
る
こ
と
で
、
強
靭
な
防
災
・
減
災
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
地
域
の
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
の
環
境

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災・

１ 

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
強
靭
な
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

２ 

少
子
化
対
策
・
こ
ど
も
政
策
の

　

 

抜
本
強
化

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
は
、
地
域
経
済
、
市
民
生

活
、
医
療
・
福
祉
と
い
っ
た
各
分
野
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
地
域
社
会
全
体
の
活
力
低
下
を
招
く
恐
れ
が

あ
り
、
市
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
く
た
め
に
は
、
若
い
世
代
が
未
来
に
明
る
い
希
望
を

持
て
る
ま
ち
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
若
い
世
代
の
出
会
い
・
結

婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
た
め
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
関
係
人
口
の
創
出
も
含
め
た
若
い
世
代
の
移
住
・

定
住
を
促
進
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
充
実
さ
せ
、
豊
か
に
育
つ
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
（
14
～
15
ペ
ー
ジ
）

⃝

妊
婦
等
包
括
支
援
事
業

⃝

子
育
て
支
援
推
進
事
業

⃝

関
係
人
口
創
出
事
業

⃝

小
中
学
校
修
学
旅
行
費
支
援
事
業

⃝

小
中
学
校
空
調
機
器
設
置
事
業

⃝

進
学
応
援
金
給
付
事
業　
　
　
ほ
か

令
和
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３ 

幸
せ
を
実
感
で
き
る

　
 

心
豊
か
な
市
民
生
活
の
推
進

　
近
年
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
経
済
成
長
の
停

滞
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
物
質
的
な
豊
か
さ
」
か

ら
「
心
の
豊
か
さ
」
を
重
視
す
る
価
値
観
へ
の
転
換
が

進
み
、「
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態

に
あ
る
こ
と
」を
意
味
す
るW

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

ell-being

の
実
現
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
視
点
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
の
多
様
化
が
進
む
中
、
誰
も
が
個
性
と
多
様

性
を
尊
重
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮
し
、
生
涯

を
通
じ
て
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
市
民
生
活
の

利
便
性
や
安
全
性
の
向
上
に
向
け
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
即
し
た
特
色
あ
る
施
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
基
盤
を
強
化
し
、

地
域
課
題
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
主
体
の
自
立
的

な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
な
ど
、
連
携
を
進
め
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
（
16
～
17
ペ
ー
ジ
）

⃝

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

⃝

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
事
業

⃝

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

⃝

高
校
生
等
バ
ス
通
学
支
援
補
助
金

⃝

道
路
除
草
防
草
経
費

⃝

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業　
　
　
ほ
か

４ 

元
気
で
持
続
可
能
な

　

 

観
光
地
域
づ
く
り

　
観
光
需
要
を
効
果
的
・
持
続
的
に
獲
得
で
き
る
持
続

可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
自
然・文
化・

ス
ポ
ー
ツ
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
魅
力
発
信
や
新

た
な
価
値
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
多
様
な
観
光
需
要
に
対
応
で
き
る
受
け
入
れ

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
消
費
単
価
の
高
い
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
い
て
も
戦
略
的
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
特
色
あ
る
伝
統
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
等
を
生
か
し
た
、
国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
観

光
地
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
担
い
手
確
保
・
育

成
を
は
じ
め
と
し
た
、
観
光
地
の
基
盤
と
な
る
地
域
産

業
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
（
18
～
19
ペ
ー
ジ
）

⃝

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
事
業

⃝

Ｄ
Ｍ
Ｏ
機
能
強
化
事
業

⃝

地
域
資
源
を
活
用
し
た
誘
客
促
進
事
業

⃝

創
造
の
森
横
山
整
備
事
業

⃝

企
業
誘
致
推
進
事
業

⃝

あ
お
さ
の
り
養
殖
食
害
対
策
事
業

⃝

水
産
業
・
農
業
の
担
い
手
受
け
入
れ
推
進
事
業	ほ

か

　
志
摩
市
が
誇
る
食
、
自
然
、
文
化
な
ど
の
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
促

進
を
は
じ
め
、
地
域
産
品
の
販
売
促
進
や
観
光
誘
客
な

ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
第
44
回
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大

会
を
契
機
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

豊
か
な
自
然
や
文
化
の
ほ
か
、
農
水
産
物
な
ど
、
市
の

魅
力
を
最
大
限
発
信
し
ま
す
。

　
行
政
運
営
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
先
端
技
術
を

活
用
す
る
な
ど
、業
務
の
効
率
化
と
質
の
向
上
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
重
点
を
置
い
た
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
っ
て
、
さ
ら
な
る

変
革
を
進
め
て
い
く
た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
わ
か
り
や
す
い
、
新
た
な
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
（
20
～
21
ペ
ー
ジ
）

⃝

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と
し
た
誘
客
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業

⃝

特
設
サ
イ
ト
構
築
業
務
委
託
料	

ほ
か

⃝

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
事
業

⃝

庁
内
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

⃝

総
合
計
画
策
定
事
業　
　
　
ほ
か

５ 

自
慢
で
き
る

　

 

新
し
い
志
摩
市
の
実
現

令
和
7
年
度　
施
政
方
針
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令和7年度　当初予算総額

一般会計　当初予算額の推移

会　計　区　分 令和７年度 令和６年度 増　減 伸び率

一　般　会　計 280億7,335万8千円 269億3,441万3千円 11億3,894万5千円 4.2％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 61億7,152万9千円 64億276万2千円 △ 2億3,123万3千円 △ 3.6％

後期高齢者医療特別会計 16億8,834万0千円 16億3,185万9千円 5,648万1千円 3.5％

介護保険特別会計 76億3,406万9千円 76億738万4千円 2,668万5千円 0.4％

住宅新築資金等貸付事業特別会計 534万4千円 452万1千円 82万3千円 18.2％

小　　　　計 154億9,928万2千円 156億4,652万6千円 △ 1億4,724万4千円 △ 0.9％

企　
業　
会　
計

水道事業会計 30億1,030万2千円 26億4,819万5千円 3億6,210万7千円 13.7％

収益的支出 16億6,640万4千円 16億5,543万9千円 1,096万5千円 0.7％

資本的支出 13億4,389万8千円 9億9,275万6千円 3億5,114万2千円 35.4％

下水道事業会計 11億5,281万6千円 8億4,385万8千円 3億895万8千円 36.6％

収益的支出 5億1,978万8千円 5億845万5千円 1,133万3千円 2.2％

資本的支出 6億3,302万8千円 3億3,540万3千円 2億9,762万5千円 88.7％

国民健康保険病院事業会計 17億7,696万5千円 18億1,346万6千円 △ 3,650万1千円 △ 2.0％

収益的支出 16億2,072万3千円 14億8,306万8千円 1億3,765万5千円 9.3％

資本的支出 1億5,624万2千円 3億3,039万8千円 △ 1億7,415万6千円 △ 52.7％

小　　　　計 59億4,008万3千円 53億551万9千円 6億3,456万4千円 12.0％

志摩市全体予算総額 495億1,272万3千円 478億8,645万8千円 16億2,626万5千円 3.4％
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志摩市になって
最大の予算額！
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一般会計 歳入一覧表

自主財源と依存財源の比率

款　　　別 令和７年度当初
（A）

令和６年度当初
（B）

増減
（A）－（B）

比較
（A）/（B）

（A）の
構成比

市税 56億9,810万1千円 57億231万5千円 △ 421万4千円 99.9％ 20.3％

地方譲与税 1億7,466万6千円 1億6,625万2千円 841万4千円 105.1％ 0.6％

利子割交付金 200万円 150万円 50万円 133.3％ 0.0％

配当割交付金 3,500万円 3,000万円 500万円 116.7％ 0.1％

株式等譲渡所得割交付金 3,900万円 2,900万円 1,000万円 134.5％ 0.1％

法人事業税交付金 1億1,900万円 1億700万円 1,200万円 111.2％ 0.4％

地方消費税交付金 11億5,000万円 11億5,000万円 0千円 100.0％ 4.1％

ゴルフ場利用税交付金 2,700万円 3,700万円 △ 1,000万円 73.0％ 0.1％

自動車取得税交付金 1千円 1千円 0千円 100.0％ 0.0％

環境性能割交付金 3,000万円 2,100万円 900万円 142.9％ 0.1％

地方特例交付金 2,500万円 2,400万円 100万円 104.2％ 0.1％

地方交付税 83億8,000万円 83億円 8,000万円 101.0％ 29.9％

交通安全対策特別交付金 240万円 240万円 0千円 100.0％ 0.0％

分担金及び負担金 2億6,727万8千円 2億7,770万円 △ 1,042万2千円 96.2％ 1.0％

使用料及び手数料 2億4,769万6千円 2億4,902万9千円 △ 133万3千円 99.5％ 0.9％

国庫支出金 30億8,334万3千円 27億9,017万8千円 2億9,316万5千円 110.5％ 11.0％

県支出金 15億196万8千円 13億2,903万6千円 1億7,293万2千円 113.0％ 5.4％

財産収入 3,791万1千円 2,737万2千円 1,053万9千円 138.5％ 0.1％

寄附金 17億4千円 15億800万4千円 1億9,200万円 112.7％ 6.1％

繰入金 30億9,210万8千円 22億3,429万3千円 8億5,781万5千円 138.4％ 11.0％

繰越金 5億円 6億円 △ 1億円 83.3％ 1.8％

諸収入 3億5,048万2千円 2億7,823万3千円 7,224万9千円 126.0％ 1.2％

市債 16億1,040万円 20億7,010万円 △ 4億5,970万円 77.8％ 5.7％

歳　入　合　計 280億7,335万8千円 269億3,441万3千円 11億3,894万5千円 104.2％ 100.0％

42.4%

57.6%

市税、分担金及び負担
金、使用料及び手数料、
財産収入、寄附金、繰
入金、繰越金、諸収入

自主財源
地方交付税、地方譲与
税、各種交付金、国県
支出金、市債など自主
財源以外の財源

依存財源

市　　債
市の借金で一時的に大きな支出があるときや、将来にわた
って市民にも負担していただくのがふさわしい事業などの
ために、決められた手続きで借りるお金です。

繰 入 金 各種の基金（預金）から一般会計へ繰り入れるお金で預貯
金を下ろすようなものです。

市が行う事業に対し、国や県が出す補助金・負担金・委託
金で、使い道はあらかじめ決められています。

国庫支出金
・県支出金

市の公共施設使用料や市営住宅使用料などが使用料、住民
票交付手数料や一般廃棄物処理手数料などが手数料にあた
ります。

使用料及び
手数料

保育料や工事分担金などがこれにあたります。分担金及び
負担金

地方自治体の財政力に応じて、国から配分されるお金で自
治体間の財政格差を縮め、全国どこでも必要最低限の行政
サービスが提供できるようにすることを目的とします。

地方交付税

国の目的税などを財源として、地方自治体へ交付されるお
金です。

地方譲与税等
各種交付金

市　　税
市民税・固定資産税・軽自動車税・市たばこ税・入湯税な
どの市が徴収できる税金で、歳入の約20％を占める重要
な財源です。

用語解説

広報しま 予算特集号

一
般
会
計　
歳
入
一
覧
表
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一般会計 歳出一覧表
款　　　別 令和７年度当初

（A）
令和６年度当初

（B）
増減

（A）－（B）
比較

（A）/（B）
（A）の
構成比

議会費 1億9,326万円 1億9,192万5千円 133万5千円 100.7％ 0.7％

総務費	 60億8,771万円 55億4,188万1千円 5億4,582万9千円 109.8％ 21.7％

民生費	 89億3,826万6千円 86億1,219万3千円 3億2,607万3千円 103.8％ 31.9％

衛生費 30億6,864万7千円 29億1,509万3千円 1億5,355万4千円 105.3％ 10.9％

農林水産業費	 7億1,117万4千円 6億532万6千円 1億584万8千円 117.5％ 2.5％

商工費 6億2,470万4千円 7億6,813万9千円 △ 1億4,343万5千円 81.3％ 2.2％

土木費 14億9,942万円 14億6,586万4千円 3,355万6千円 102.3％ 5.4％

消防費 20億4,107万7千円 24億7,192万9千円 △ 4億3,085万2千円 82.6％ 7.3％

教育費 25億5,631万6千円 19億4,991万2千円 6億640万4千円 131.1％ 9.1％

災害復旧費 1,103万円 1,103万円 0 100.0％ 0.0％

公債費 23億1,175万4千円 23億7,112万1千円 △ 5,936万7千円 97.5％ 8.2％

予備費 3,000万円 3,000万円 0 100.0％ 0.1％

歳　出　合　計 280億7,335万8千円 269億3,441万3千円 11億3,894万5千円 104.2％ 100.0％

主な増減要因
⃝総務費　ふるさと応援寄附金事業の増 

（３億403万２千円⬆）
地域デジタル化促進事業の増 

（３億4,918万１千円⬆）
⃝民生費　地域福祉センター改修事業の増 

（１億729万８千円⬆）
児童手当支給事業の増 

（２億2,453万円⬆）
⃝商工費　プレミアム付商品券事業の事業終

了による減 
（１億9,337万円皆⬇）

⃝消防費　志摩消防署分署高台移転事業の事
業終了による減 

（２億6,299万１千円皆⬇）
津波避難対策施設整備事業の減

（２億2,191万７千円⬇）
⃝教育費　学校ＩＣＴ環境整備事業の増 

（２億8,106万３千円⬆）
⃝公債費　合併特例債償還金減少に伴う起債

償還金元金の減 
（8,306万９千円⬇）

議会費

総務費 

民生費 
衛生費

商工費

土木費

公債費

消防費

教育費

災害復旧費
予備費

農林水産業費 

目的別

一
般
会
計　
歳
出
一
覧
表
（
目
的
別
）
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一般会計 歳出一覧表
区　　　分 令和７年度当初

（A）
令和６年度当初

（B）
増減

（A）－（B）
比較

（A）/（B）
（A）の 
構成比

人件費 67億7,020万4千円 63億7,985万7千円 3億9,034万7千円 106.1％ 24.1％

内　
　
訳

報酬 8億6,260万4千円 7億3,601万9千円 1億2,658万5千円 117.2％ －
給料 25億4,947万2千円 25億23万7千円 4,923万5千円 102.0％ －
職員手当等 18億5,041万2千円 16億9,020万6千円 1億6,020万6千円 109.5％ －
共済費 10億6,166万8千円 10億1,246万9千円 4,919万9千円 104.9％ －
災害補償費等 1,482万6千円 1,482万6千円 0 100.0％ －
退職手当負担金 4億3,122万2千円 4億2,610万円 512万2千円 101.2％ －

物件費 49億8,984万3千円 40億7,104万4千円 9億1,879万9千円 122.6％ 17.8％

維持補修費 3億1,872万2千円 4億352万2千円 △ 8,480万円 79.0％ 1.1％

扶助費 38億4,665万4千円 36億2,431万2千円 2億2,234万2千円 106.1％ 13.7％

補助費等 35億7,435万3千円 36億1,254万7千円 △ 3,819万4千円 98.9％ 12.7％

公債費 23億1,174万4千円 23億7,111万1千円 △ 5,936万7千円 97.5％ 8.2％

積立金 19億7,891万8千円 18億3,133万3千円 1億4,758万5千円 108.1％ 7.1％

投資及び出資金・貸付金 0 0 0 － 0.0％

繰出金 27億6,906万円 27億1,677万5千円 5,228万5千円 101.9％ 9.9％

投資的経費 14億8,386万円 18億9,391万2千円 △ 4億1,005万2千円 78.3％ 5.3％

予備費 3,000万円 3,000万円 0 100.0％ 0.1％

歳　出　合　計 280億7,335万8千円 269億3,441万3千円 11億3,894万5千円 104.2％ 100.0％

主な増減要因
⃝人件費　令和６年人事院勧告に伴う人件費の増 

（３億9,034万７千円⬆）
⃝物件費　地方公共団体情報システム標準化等に

係る地域デジタル化促進事業の増 
（３億4,918万１千円⬆）
学校におけるタブレット更新に係る学
校ＩＣＴ環境整備事業の増 

（２億8,106万３千円皆⬆）
⃝扶助費　児童手当制度の改正に伴う児童手当支

給事業の増 
（２億2,440万円⬆）

⃝積立金　ふるさと応援基金積立金の増によるふ
るさと応援寄附金事業の増 

（２億円⬆）
⃝投資的経費　保育所施設整備事業の事業終了に

よる減 
（１億3,620万３千円皆⬇）
志摩消防署分署高台移転事業の事業終
了による減 

（２億5,552万円皆⬇）
津波避難対策施設整備事業の減 

（２億1,952万４千円皆⬇）

人件費

投資的経費
予備費

物件費

扶助費

補助費等

公債費

積立金

繰出金

投資及び
出資金・
貸付金

維持補修費

性質別

広報しま 予算特集号
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市税の状況

基金の状況

税　　　目 令和７年度当初 令和６年度当初 前年度
比較

前年度
比較（％） 構成比

個人市民税 18億4,978万2千円 17億9,858万7千円 5,119万5千円 102.8％ 32.5％

法人市民税 2億5,031万5千円 2億2,722万円 2,309万5千円 110.2％ 4.4％

固定資産税 29億2,557万5千円 29億4,812万8千円 △ 2,255万3千円 99.2％ 51.3％

国有資産等所在市町村交付金 70万5千円 70万8千円 △ 3千円 99.6％ 0.0％

軽自動車税環境性能割 1,000万円 1,000万円 0 100.0％ 0.2％

軽自動車税種別割 2億777万6千円 2億767万1千円 10万5千円 100.1％ 3.6％

市たばこ税 3億3,611万5千円 3億7,500万円 △ 3,888万5千円 89.6％ 5.9％

入湯税 1億1,783万3千円 1億3,500万1千円 △ 1,716万8千円 87.3％ 2.1％

合　　　　計 56億9,810万1千円 57億231万5千円 △ 421万4千円 99.9％ 100.0％

※Ｒ６見込について、第８号補正見込み額を反映した数値となっています。

※令和６年度の下段数値は、第８号補正見込み額を反映した数値となっています。

（単位：億円）

（※上段：当初/下段：実績）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

積立基金 62億1,710万3,000円
（74億4,595万3,000円）

69億4,675万2,000円
（71億3,013万8,000円）

62億4,834万5,000円
（70億8,127万7,000円）

67億97万1,000円
（70億9,073万9,000円）

59億9,510万2,000円

定額運用基金 1億4,240万円
（1億9,240万円）

1億9,240万円
（1億9,240万円）

1億9,240万円
（1億9,240万円）

1億9,240万円
（9,240万円）

9,240万円

合　　計 63億5,950万3,000円
（76億3,835万3,000円）

71億3,915万2,000円
（73億2,253万8,000円）

64億4,074万5,000円
（72億7,367万7,000円）

68億9,337万1,000円
（71億8,313万9,000円）

60億8,750万2,000円

市税の推移

基金の年度末残高推移（一般会計）

市
税
の
状
況
・
基
金
の
状
況
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（単位：億円）

合併特例債
臨時財政対策債
過疎対策事業債
その他の地方債
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地方債の状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

地方債借入額 14億6,350万円
（12億5,220万円）

21億750万円 
（21億6,970万円）

26億8,330万円 
（22億1,850万円）

20億7,010万円 
（19億2,240万円） 16億1,040万円

合併特例債 3億7,540万円 
（3億4,010万円）

1億6,420万円 
（1億2,480万円）

1億3,230万円 
（1億8,550万円）

1億5,800万円 
（1億3,840万円） 0

臨時財政対策債 7億3,750万円 
（5億3,880万円）

5億7,000万円 
（1億9,480万円）

1億1,000万円 
（8,370万円）

4,180万円 
（3,760万円） 0

過疎対策事業債 0 
（2億1,390万円）

7億6,310万円 
（7億8,550万円）

3億4,250万円 
（3億440万円）

6億6,340万円 
（6億8,360万円） 5億4,370万円

その他の地方債 3億5,060万円 
（1億5,940万円）

6億1,020万円 
（10億6,460万円）

20億9,850万円 
（16億4,490万円）

12億690万円 
（10億6,280万円） 10億6,670万円

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
地方債年度末残高 218億6,843万5千円 202億4,274万5千円 192億1,775万6千円 192億3,559万円 186億3,246万3千円

合併特例債 70億9,860万円 48億8,239万4千円 32億1,967万6千円 24億2,153万6千円 19億248万4千円

臨時財政対策債 104億1,323万1千円 96億7,130万8千円 88億2,231万8千円 79億4,158万6千円 70億3,916万1千円

過疎対策事業債 2億1,390万円 9億9,940万円 12億8,303万9千円 19億2,865万8千円 17億8,563万2千円

その他の地方債 41億4,270万4千円 46億8,964万3千円 58億9,272万3千円 69億4,381万円 79億518万6千円

※合併特例債について、志摩市の借入限度額324億8,950万円のうち、令和６年度までの累計発行額（見込）は324億3,080
万円となっています。

※令和６年度見込みについて、第８号補正見込み額を反映した数値となっています。

※元利償還金について、合併特例債と過疎対策事業債については70％、臨時財政対策債については100％が、普通交付税の
算定における基準財政需要額に算入されます。

※令和６年度見込みについて、第８号補正見込み額を反映した数値となっています。

（※上段：当初／下段：実績）
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地方債の借入額推移（一般会計）

地方債の年度末残高推移（一般会計）
地方債の残高は、年々
減少傾向にあります！
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市民の生命と財産を守る強靭な防災・減災対策の推進
　令和６年能登半島地震発生や南海トラフ地震が今後30年以内に起きる確率が「80％程度」へ引き上げられた
ことを踏まえ、大規模災害への備えを強化します。「逃げ遅れゼロ」を目指し、避難施設の整備と防災訓練の充
実を図ります。地域の防災力向上と市民一人一人の防災・減災への意識向上を進め、防災DXも推進します。

重点分野１

新規

防災物流拠点整備事業
避難環境・体制の強化

　国・県・関係機関
などによる広域支援
の円滑な受け入れや
被災者への効果的な
支援などを可能とす
る、災害活動の中核
的な防災拠点を整備
するための各種調
査、設計を行います。

2,690万4千円

拡充

避難所環境改善事業
避難環境・体制の強化

　避難所での生活
環 境 の 質 の 向 上
や、プライバシー
の確保のため、物
品の備蓄や避難所
環境の整備を行い
ます。

2,502万8千円

新規

循環型シャワー設備導入事業
避難環境・体制の強化

　大規模災害時における孤立地域への対策として、
避難所に、水質センサーとAIによる水処理最適化機
能を備えた循環
型シャワー設備
を県内基礎自治
体としては初め
て導入し、衛生
環境の確保を図
ります。

1,250万7千円

拡充

災害対策用品等備蓄事業
避難環境・体制の強化

　避難所運営に必要な物品の継続的な備蓄に加え、
避難所での健康確保のために重要となる、口腔ケア
用品を新たに備蓄します。

2,716万8千円

新規

福祉避難所備品整備事業
避難環境・体制の強化

　市内の福祉避難
所に、要配慮者用
トイレなど、要配
慮者のニーズに対
応した備品を配備
し、避難時の生活
環境を整えます。

1,576万8千円

拡充

ハード整備 津波避難対策施設整備事業
避難環境・体制の強化

　地震・津波避難対策として、甲賀北地区での津波
避難タワーの整備を継続するとともに、片田地区に
おいて新たに津波避難
タワーの整備に向けた
調査を進めます。
　また、南張地区では、
エアテントなどが設置
可能な一時避難場所の
造成を行います。

1億5,967万3千円

イメージ図
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拡充

消防自動車購入事業
地域防災力の一層の強化

　災害時に備えた消防力の強化を図るため、災害用
重機搬送車を新規購入するほか、必要な常備消防車
両の更新などを行います。

7,069万4千円

新規

災害時用通信回線整備事業
防災ＤＸの推進

　大規模災害時の通信アクセス集中や通信途絶への
対応として、衛星（スターリンク）を使用したイン
ターネット回線を整備します。

213万4千円

新規

地域防災活動促進支援補助金
地域防災力の一層の強化

　防災訓練の実施や防災・減災のための計画・マニ
ュアルの作成など、地域が取り組む防災活動に対し
て、新たに補助金を交付します。

375万円

新規

危険物保管庫購入事業
地域防災力の一層の強化

　大規模災害時における孤立地域への対策として、
浜島分署および志摩分署に燃料を備蓄するための保
管庫を設置します。

832万8千円

新規

高潮ハザードマップ作成事業
避難環境・体制の強化

　三重県による熊野灘沿岸の高潮浸水想定区域など
の指定・公表にあわせ、水防法の規定に基づき高潮
ハザードマップを作成します。

203万6千円

新規

防災服職員貸与事業
避難環境・体制の強化

　災害対応に従事する市職員の視認性向上などを図
るため、統一の防災服およびヘルメットを導入しま
す。

1,035万8千円

広報しま 予算特集号
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少子化対策・こども政策の抜本強化
　人口減少・少子高齢化に対応するため、若い世代が未来に希望を持てるまちづくりを推進します。出会い、結
婚、出産、子育ての各段階に応じた支援を充実させ、移住・定住を促進します。また、子どもたちの学びを豊か
にし、質の高い教育環境を整備することで、次世代を育成し、地域の持続可能性を高めます。

重点分野２

拡充

子育て支援推進事業
出会い・結婚、妊娠・出産、子育ての各ステージに対する支援の拡充強化

　母子保健サービス
や相談体制の充実を
図ります。また、新
たに産後ケア事業訪
問型の利用を無料化
します。

388万7千円

子ども医療費助成事業
出会い・結婚、妊娠・出産、子育ての各ステージに対する支援の拡充強化

　子育て世帯の負担を軽減し、必要とする医療が受
けられるよう、医療費の自己負担分を助成します。

1億1,052万円
乳幼児家庭訪問事業

出会い・結婚、妊娠・出産、子育ての
各ステージに対する支援の拡充強化

　全ての乳幼児家庭を訪
問し、育児などの相談に
対応するほか、地域のつ
ながりと子育てを応援す
る「子育てつながるギフ
ト（商品券５万円）」を
支給します。

778万6千円

リニューアル

UIJターン促進のための
奨学金返済補助事業

若者世代の移住・定住の促進

　市内への移住および
定住を促進するため、
一定の条件を満たす若
者に対して、奨学金返
済の一部を補助しま
す。また、市内企業が
行う従業員の奨学金代
理返還の一部を補助し
ます。（対象者拡充）

500万円

新規

進学応援金給付事業

出会い・結婚、妊娠・出産、子育ての
各ステージに対する支援の拡充強化

　経済的に厳しい中
で、中学校卒業後の
切れ目ない支援とし
て、高校や大学など
に進学する学生に対
し、入学時に進学応
援金を給付します。

1,315万円

妊婦等包括支援事業
出会い・結婚、妊娠・出産、子育ての各ステージに対する支援の拡充強化

　妊婦に対し、妊娠
確定および出産後に
各５万円を支給しま
す。また、出産後の
面談やアンケートに
よる体調確認など、
妊婦の包括的な相談
支援を行います。

1,366万3千円
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　児童生徒の熱中症対策や教育環境の改善、また、
災害時避難所としての環境改善を図るため、市内小
中学校すべての屋内運動場にスポットエアコンを設
置します。

中学生海外派遣事業
学びの充実に向けた教育環境の整備

　国際感覚を養い、国際社会に貢献できる豊かな人
材を育成するため、パラオ共和国へ中学生を派遣し
ます。

1,012万6千円

新規

Well-beingな学校づくりを推進する
教育ＤＸ事業

学びの充実に向けた教育環境の整備

　指導者用デジタル教
科書や社会科副読本デ
ジタル版などのデジタ
ル教材を用いて、学び
におけるデジタル化の
取り組みを強化しま
す。また、ICT支援員
を配置することで、満
足度の高い教育を提供
します。

3,121万3千円

新規

小・中学校修学旅行費支援事業
学びの充実に向けた教育環境の整備

　物価高騰が長期化していること、また、児童生徒数
の減少により一人あたりの修学旅行費用の負担が増
加していることから、旅行費用の一部を補助します。

1,602万5千円

新規

ハード整備 小・中学校空調機器設置事業
学びの充実に向けた教育環境の整備

5,205万4千円

新規

関係人口創出事業
若者世代の移住・定住の促進

　志摩市の関係人
口の創出や子育て
世帯の流入促進を
図るため、保育園
への通園、宿泊、
体験などをパッケ
ージ化した“地域
で暮らしているよ
うな滞在”プログ
ラムを提供します。

560万円

拡充

空き家利活用産官学連携事業
若者世代の移住・定住の促進

　大学建築系学科などの高等教育機関と連携し、空
家などに関する地域課題の調査・分析を行うととも
に、空き家などの利活用モデルケースを創出します。

440万円

広報しま 予算特集号
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幸せを実感できる心豊かな市民生活の推進
　多様化する社会で、市民一人一人が心豊かに暮らすために、※ウェルビーイングの実現を目指します。個性を
尊重し能力を発揮できる地域社会を築くと共に、地域の特性を活かした生活の利便性・安全性の向上を図ります。
地域コミュニティの基盤を強化し、市民活動を支援することで、心の豊かさを実感できる地域社会を目指します。

（※身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること）

重点分野３

健康づくり運動推進事業
生涯を通じていきいきと活躍できる市民生活の推進

　市民が運動をは
じめるきっかけづ
くりや、運動を継
続できる環境を整
えるため、総合型
地域スポーツクラ
ブが実施する取り
組みを支援します。

1,000万円

地域福祉推進事業
生涯を通じていきいきと活躍できる市民生活の推進

　複雑化・多様化
する福祉相談や支
援ニーズに対応し
た包括的な福祉サ
ービスを提供する
とともに、住民同
士が交流できる居
場所づくりなどを
実施します。

2,356万9千円

拡充

予防接種事業
生涯を通じていきいきと活躍できる市民生活の推進

　市内外の協力医療機
関において予防接種を
実施します。新たにお
たふくかぜワクチンお
よび帯状疱疹ワクチン
の接種に係る費用を助
成します。

1億6,160万5千円

高齢者生活支援事業
生涯を通じていきいきと活躍できる市民生活の推進

　要介護高齢者な
どの在宅生活の継
続と、経済的負担
を支援するため、
既存の介護保険事
業により給付する
介護用品券への加
算給付などを行い
ます。

997万2千円

新規

地域福祉センター改修事業
生涯を通じていきいきと活躍できる市民生活の推進

　令和７・８年度の２カ年で磯部地域福祉センター
の老朽化に伴う改修を行い、地域福祉にかかる拠点
としての機能維持を図ります。

2億75万6千円 （令和7年度分）

新規

物価高騰対策支援事業
（水道料金基本料金減免）

生涯を通じていきいきと活躍できる
市民生活の推進

　原油価格・物価高騰に
より、市民生活に大きな
影響をもたらしている経
済状況を踏まえ、家計や
事業活動を支援するた
め、水道料金の基本料金
を３か月分免除します。

1億148万6千円

リニューアル
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道路除草防草経費
生活利便性の高い地域づくりの強化

　全国豊かな海づ
くり大会に向けた
環境整備や、通行
車両と歩行者の安
全・安心を確保す
るため、市道沿い
の除草と防草対策
を行うとともに、
通行の支障となっ
ている樹木の伐採
を行います。

8,105万2千円

新規

ＡＥＤ設置事業
地域コミュニティの活性化

　市民の安全と安心を
確保するため、市内49
箇所のコミュニティ施
設などへAED（自動体
外式除細動器）を設置
します。

388万3千円

新規

浜島地域予約運行型バス
実証運行事業

生活利便性の高い地域づくりの強化

　浜島地域において、予約運行型による新たなコミ
ュニティ交通の実証運行を行います。

589万8千円

新規

高校生等バス通学支援補助金
生活利便性の高い地域づくりの強化

　市内高校生などの路
線バスによる通学を支
援し、利用促進を図る
ため、路線バス通学定
期券購入に係る費用の
一部を補助します。

248万4千円

新規

特殊詐欺等被害防止事業
生涯を通じていきいきと活躍できる市民生活の推進

　特殊詐欺による犯罪被害を未然に防止するため、
高齢者を対象に、特殊詐欺等被害防止機器（対策機
能付電話機など）の購入・設置費用を補助します。

40万円

新規

女性活躍推進事業
生涯を通じていきいきと活躍できる市民生活の推進

　消防本部における女性活躍を推進するため、職員
の意識改革を目的とした研修会の実施や、女性消防
職員の拡充に向けた積極的な啓発を行います。

8万8千円

この通話は
録音しています

広報しま 予算特集号
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元気で持続可能な観光地域づくり
　訪日外国人旅行者（インバウンド）増加を背景に、自然・文化・スポーツなどの地域資源を活用し、魅力を発
信することで、国内外から選ばれる観光地を目指します。また、観光客受け入れ環境を整備し、地域産業の強化
に取り組むことで、観光需要の獲得と地域経済の活性化を図ります。

重点分野４

拡充

地域資源を活用した誘客促進事業
自然、文化、スポーツなどを活用した誘客の深化

　志摩市の強みである
食・文化・自然などの
地域資源を活用した首
都圏からの誘客を図る
とともに、誰もが快適
に観光を楽しめる「ユ
ニバーサルツーリズ
ム」の推進を目指した
環境整備を行います。

662万2千円 観光農園管理運営費

自然、文化、スポーツなどを活用した
誘客の深化

　志摩市観光農園におい
て、春・夏・秋の開花シ
ーズン時の開園に加え、
冬期には、志摩市制20周
年記念事業で好評を得
た、コキアなどを活用し
たライトアップイベント
を開催します。

2,975万円

拡充

ＤＭＯ機能強化事業
インバウンド拡大アクションとおもてなし環境整備

　観光データの継
続的な収集や分析
の実行など、志摩
市観光協会の地域
DMO（観光地域
づくり法人）とし
ての機能強化を推
進します。

1,702万1千円

拡充

インバウンド誘客促進事業
インバウンド拡大アクションとおもてなし環境整備

　食と観光を組み合
わせた新たなプロモ
ーションを実施する
トップセールス事業
や、インバウンド受
け入れのための環境
整備事業、団体旅行
誘致のための補助事
業などを実施します。

2,674万5千円

新規

地域スポーツ推進事業
（スポーツ施設等ＤＸ推進事業）

自然、文化、スポーツなどを活用した誘客の深化

　サーフィンスポットに、波のコンディションなど
をリアルタイムで配信するライブカメラを設置する
とともに、配信
映像とチャット
を組み合わせた
交流プラットフ
ォームを構築し
ます。

425万2千円

地域の魅力でつなぐ周遊の旅強化事業
自然、文化、スポーツなどを活用した誘客の深化

　横山展望台までワン
コインで移動できるタ
クシー運行や、観光農
園をルートに加えたバ
ス運行のほか、食、自
然、文化など、市内各
地域の魅力を観光バス
でつなぐ市内周遊ツア
ーを造成します。

3,116万9千円

リニューアル

拡充

重
点
分
野
４　
元
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で
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続
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漁場環境調査事業
地域産業の担い手確保・育成と新しい業の創出

　海洋環境の変
化に対応できる
よう、英虞湾・
的矢湾における
環境モニタリン
グ調査を行いま
す。あわせて仕
切り網を用いた核藻場の管理や、サザエの種苗放流
効果調査を行うほか、青さのり（ヒトエグサ）養殖
については、人工採苗やリアルタイム水温観測機器
を用いたマニュアル作成などに取り組みます。

488万円

拡充

水産業・農業の担い手受け入れ推進事業
地域産業の担い手確保・育成と新しい業の創出

　地域おこし協力隊制度の活用による真珠養殖業の
担い手確保、新規就業者に対する漁船や資材などの
購入補助、就業フェアへの出展などにより、水産業
の担い手確保の対策
を図ります。また、
いちご（レッドパー
ル）や、きんこの原
材料となる隼人芋の
栽培など、農業の担
い手確保の対策を図
ります。

1,230万5千円

拡充

磯焼け対策事業
地域産業の担い手確保・育成と新しい業の創出

　漁業者による食害生
物駆除、藻場造成・磯
根資源管理育成に対す
る支援や、食害生物駆
除を行う際に必要とな
る道具購入への支援を
行うほか、新たな仕切
網の設置および駆除し
た未利用魚などの有効
活用を図るための取り
組みを行います。

852万1千円

新規

あおさのり養殖食害対策事業
地域産業の担い手確保・育成と新しい業の創出

　青さのり（ヒト
エグサ）養殖業者
が課題としている
食害対策に必要と
なる網、杭などの
購入費に対し補助
を行います。また、
鳥類への対策を実
施する漁協に対し
て補助を行います。

100万円

新規

ハード整備 創造の森横山整備事業

自然、文化、スポーツなどを活用した
誘客の深化

　創造の森横山における、利用環境の整備およびオ
ーバーツーリズムの未然防止を目的に、駐車場の増
設に向けた調査と設計を行います。

1,358万2千円

拡充

企業誘致推進事業
地域産業の担い手確保・育成と新しい業の創出

　企業誘致を推進するため、サテライトオフィスの
試行や、進出企業の土地・建物の取得および改修に
対して補助を行います。また新たに、海洋関連の先
端技術を取り扱うスタートアップ（マリンテック）
企業の誘致に向けた取り組みを行います。

884万2千円

リニューアル

広報しま 予算特集号
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　11月９日（日）に開催される、第44回全国豊かな海づくり
大会の成功に向け、市内の機運醸成や関係者・市民の皆さんが
一丸となったおもてなしの取り組みを行うほか、大会開催を契
機として、志摩市の魅力を国内外へ発信します。

　志摩市の地域資源を最大限に活用し、シティプロモーションを強化します。ふるさと納税促進や観光誘致で地
域経済を活性化し、第44回全国豊かな海づくり大会を成功させ、市の魅力を国内外へ発信していきます。併せて、
生成AIなど最先端技術を活用した業務効率化と住民サービス向上に重点を置いた行政DX推進します。そして市
制20周年を機に、次なるステージへ変革を進めるため、新たな総合計画を策定します。

重点分野５

全国豊かな海づくり大会推進事業
全国豊かな海づくり大会の成功

5,397万5千円

11月9日（日）開催！

全国豊かな海づくり大会は、水産資源
の保護・管理と、海や河川、湖沼の環境保

全の大切さを広く国民に訴えるとともに、
つくり育てる漁業の推進を通じて、水産業
の振興と発展を図ることを目的とした大会
で、天皇皇后両陛下のご臨席が恒例となっ

ています。今回は式典行事が阿児ア
リーナで、海上歓迎・放流行事が

南伊勢町の宿田曽漁港で
行われます。

全国豊かな
海づくり大会とは？

これまでの
取り組み

自慢できる新しい志摩市の実現

昭和59年10月6日
第4回大会（浜島町）の様子令和６年12月25日　大会PR用大漁旗披露

令和7年1月25日　プレ式典行事・キックオフイベント

令和6年3月29日　設立総会・第1回総会

令和7年3月15日　清い海大作戦（英虞湾清掃）

重
点
分
野
５　
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
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の
実
現
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地域スポーツ推進事業
（スポーツウェルネスDX推進事業）

市民サービスに重点を置いたＤＸ推進

　市民の健康づくり
を支援するため、健
康増進のためのスマ
ートフォンアプリを
活用し、運動のきっ
かけづくりを推進し
ます。

954万円

拡充

庁内デジタル化推進事業
市民サービスに重点を置いたＤＸ推進

　市が保有する行政デ
ータを市民の皆さんに
提供するため、生成AI
を活用した総合データ
基盤の構築や、自治体
DXを推進するための
人材育成、市役所の業
務効率化を図るための
Google Workspace
活用促進を行います。

6,716万4千円

新規

地域デジタル化促進事業
（ＣＤＯ補佐業務委託料）

市民サービスに重点を置いたＤＸ推進

　市民サービスの
向上を目的とした
自治体DXを戦略
的に推進するため
に、最高デジタル
責任者（CDO）を
補佐する高度専門
人材を確保し、自
治体DXの加速に
つなげます。

1,007万6千円

拡充

特設サイト構築業務委託料　ほか

地域経済を活性化させる各種プロモーションの強化

　シティプロモーシ
ョンの強化を図るた
め、プレスリリース
全国配信サービスや
SNS広告を活用する
ほか、市ホームペー
ジ内を、特色ある構
成にできる機能を取
り入れます。

75万9千円

ふるさと応援寄附金事業
地域経済を活性化させる各種プロモーションの強化

　高い専門性と知見を
有する民間事業者との
連携によって、返礼品
開発やマーケティング
などのさらなる強化を
図り、志摩市のＰＲや
地域経済の活性化を図
ります。

25億4,757万9千円

新規

大阪・関西万博を契機とした
誘客プロモーション事業

地域経済を活性化させる各種プロモーションの強化

　大阪・関西万博を契機とした、志摩市の魅力発信
や旅行商品の造成・販売など、誘客プロモーション
を実施します。

668万7千円

※イメージ

提供：2025年日本国際博覧会協会

広報しま 予算特集号
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新規

総合計画策定事業
新たな総合計画の策定

　第２次志摩市総合計
画・後期基本計画の計
画期間終了を踏まえ、
将来にわたって、みん
なが自慢したくなるま
ちを創っていくため、
まちの将来像や、その
実現に向けた政策の方
針などを定める、新し
い志摩市総合計画を策
定します。

65万2千円

新規

占用管理システム導入事業
市民サービスに重点を置いたＤＸ推進

　道路や河川などの占用許可に関する事務処理を円
滑に行うため、占用管理システムを導入します。

303万4千円

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用しています

　これまで紹介した５つの重点分野のうち、以下に掲載した事業の
ほか「小・中学校の学校給食無償化事業」も加え、国の物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して実施します。

●14ぺージ「乳幼児家庭訪問事業」
●16ページ「物価高騰対策支援事業（水道料金基本料金減免)」
●16ページ「高齢者生活支援事業」
●17ぺージ「高校生等バス通学支援補助金」

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金とは

　食料品や電気代などの値上がりで、市
民の生活や事業者が困っている地域を応
援するため、国から交付される臨時交付
金で、自治体がそれぞれの地域の実情に
応じて、きめ細やかに必要な支援策を実
施できるためのものです。
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橋梁長寿命化事業箇所・道路新設改良事業箇所

市道迫間築地線 舗装工事
道路新設改良事業箇所

市道片田御座線 舗装工事
道路新設改良事業箇所

市道104号線 舗装工事
道路新設改良事業箇所

市道長峰線 舗装工事
道路新設改良事業箇所

市道砦1号線 道路改良工事
道路新設改良事業箇所

野田3号橋 橋梁架替工事
橋梁長寿命化事業箇所

工事概要：橋梁架替工事　1橋

志摩市 阿児町 国府 地内

工事概要：側溝改良、アスファルト舗装
　　　　　延長 L=45.0ｍ

志摩市 大王町 波切 地内

9,425万6,000円令和7年度 事業費

工事概要：アスファルト舗装
　　　　　延長 L=200.0ｍ

志摩市 阿児町 鵜方 地内

1,080万円令和7年度 事業費

工事概要：アスファルト舗装
　　　　　延長 L=60.0ｍ

志摩市 磯部町 築地 地内

工事概要：アスファルト舗装
　　　　　延長 L=800.0ｍ

志摩市 浜島町 迫子 地内

600万円令和7年度 事業費 1,200万円令和7年度 事業費

3,300万円令和7年度 事業費

工事概要：アスファルト舗装
　　　　　延長 L=250.0ｍ

志摩市 志摩町 越賀 地内

1,500万円令和7年度 事業費

広報しま 予算特集号
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防災危機管理課

資 産 経 営 課

検 査 契 約 課

税   務   課

デジタル変革係

財 産 管 理 係

デジタル基盤整備運用係

秘書、儀式・渉外、栄典・表彰、請願・陳情　ほか
しょうがい

市政の周知、広聴活動、市民からの要望など　ほか

デジタル化施策の企画・総合調整　ほか
情報通信基盤および情報機器の導入・運用管理　ほか
公共施設マネジメント、指定管理者制度、公共施設の公民連携　ほか
行政財産・庁舎・備品・公用車の管理の総括、普通財産の管理　ほか

契約事務指導・統括、入札・契約、物品一括購入、工事検査　ほか

市税の収納管理　ほか
市税の徴収　ほか

人権施策の総合企画・調整、ダイバーシティ社会の推進　ほか

印鑑登録、諸証明の交付、市税などの収納、選挙、地域の
要望など、地域住民・各種団体との連携、所管施設の管理
運営、本課との連絡調整、学校体育施設の開放、教育関係
事務の受付　ほか

総合計画、地方創生、SDGs推進、行政改革、統計　ほか
交通政策、半島・離島・過疎地域の振興　ほか

印鑑登録、諸証明の交付、市税などの収納、選挙、地域の要望など、
地域住民・各種団体との連携、所管施設の管理運営、本課との
連絡調整、絵かきの町大王美術ギャラリーの管理運営　ほか

行 政 組 織 図
令和７年４月１日の行政組織図と各課（室）の業務内容をお知らせします。

（令和7年4月1日現在）

どの部署が
どんな仕事を
しているの？

令
和
７
年
度　
行
政
組
織
図
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防災危機管理課

資 産 経 営 課

検 査 契 約 課

税   務   課

デジタル変革係

財 産 管 理 係

デジタル基盤整備運用係

秘書、儀式・渉外、栄典・表彰、請願・陳情　ほか
しょうがい

市政の周知、広聴活動、市民からの要望など　ほか

デジタル化施策の企画・総合調整　ほか
情報通信基盤および情報機器の導入・運用管理　ほか
公共施設マネジメント、指定管理者制度、公共施設の公民連携　ほか
行政財産・庁舎・備品・公用車の管理の総括、普通財産の管理　ほか

契約事務指導・統括、入札・契約、物品一括購入、工事検査　ほか

市税の収納管理　ほか
市税の徴収　ほか

人権施策の総合企画・調整、ダイバーシティ社会の推進　ほか

印鑑登録、諸証明の交付、市税などの収納、選挙、地域の
要望など、地域住民・各種団体との連携、所管施設の管理
運営、本課との連絡調整、学校体育施設の開放、教育関係
事務の受付　ほか

総合計画、地方創生、SDGs推進、行政改革、統計　ほか
交通政策、半島・離島・過疎地域の振興　ほか

印鑑登録、諸証明の交付、市税などの収納、選挙、地域の要望など、
地域住民・各種団体との連携、所管施設の管理運営、本課との
連絡調整、絵かきの町大王美術ギャラリーの管理運営　ほか

施設警備係

観光・
プロモーション課

大会の推進、プロジェクトチーム庶務、市民会議、式典行事　ほか
会場・周辺の警備の連絡調整　ほか

広報しま 予算特集号
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営　 繕 　課

指 揮 指 令 課

総 務 広 報 係

志摩市民病院訪問
看護ステーション

施 設 装 備 係

消 　 防 　 係
救 　 急 　 係

消 　 防 　 係

指 　 揮 　 隊
通 　 信 　 係

地 域 防 災 係
予 防 規 制 係
査 察 指 導 係

訪問看護サービスの提供

臨床工学室

消防団、消防水利の整備、防災業務　ほか

現場指揮、大規模災害時などの応受援、火災・救助業務　ほか
消防通信、災害出動指令　ほか

各種災害出動、訓練指導、消防対象物の立入検査　ほか
救急出動、応急手当の普及啓発等、救急広報　ほか

各種災害出動、訓練指導、消防対象物の立入検査　ほか

支出命令の審査、出納事務、決算の調製　ほか

消防対象物の立入検査、消防用設備指導、火災原因損害調査　ほか
火災予防広報、防火対策、危険物製造所などの許認可・立入検査　ほか

消防職員の人事および服務、消防広報、女性活躍推進　ほか
消防庁舎の管理、車両・装備の導入および管理　ほか
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営　 繕 　課

指 揮 指 令 課

総 務 広 報 係

志摩市民病院訪問
看護ステーション

施 設 装 備 係

消 　 防 　 係
救 　 急 　 係

消 　 防 　 係

指 　 揮 　 隊
通 　 信 　 係

地 域 防 災 係
予 防 規 制 係
査 察 指 導 係

訪問看護サービスの提供

臨床工学室

消防団、消防水利の整備、防災業務　ほか

現場指揮、大規模災害時などの応受援、火災・救助業務　ほか
消防通信、災害出動指令　ほか

各種災害出動、訓練指導、消防対象物の立入検査　ほか
救急出動、応急手当の普及啓発等、救急広報　ほか

各種災害出動、訓練指導、消防対象物の立入検査　ほか

支出命令の審査、出納事務、決算の調製　ほか

消防対象物の立入検査、消防用設備指導、火災原因損害調査　ほか
火災予防広報、防火対策、危険物製造所などの許認可・立入検査　ほか

消防職員の人事および服務、消防広報、女性活躍推進　ほか
消防庁舎の管理、車両・装備の導入および管理　ほか

学校運営に関する指導、教職員の人事・服務　ほか

教育相談、教職員研修、教育に関する調査・研究　ほか

（監査委員事務局内）

広報しま 予算特集号
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⑨税務課

営
繕
課

観
光・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

防
災
危
機
管
理
課

㉒
検
査
契
約
課

授乳・
搾乳室

⬆市の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら

この広報は、環境に配慮する
ため、植物油性のインキとグ
リーン購入法の基準を満たす
再生紙を使用しています。

〒５１７-０５９２ 三重県志摩市阿児町鵜方３０９８-２２
（０５９９）４４・０２０8　 （０５９９）４４・５２５２
くわしくはＷＥＢで 志摩市役所 検索
Koho@city.shima.lg.jp

編集・発行／志摩市 広報広聴課

広報しまへのご感想・
ご意見をお寄せください。

【環境・ごみ対策課の清掃係】は、大王清掃センター　住所 大王町波切2321　 72・3718
【水道工務課】は、磯部浄水場　住所 磯部町恵利原223　 55・0241
【健康推進課】は、阿児健康福祉センター「サンライフあご」３階　住所 阿児町鵜方3098-1　 44・1100
【総合教育センター】は、住所 大王町波切1985-4　 52・0280
【消防本部】は、住所 阿児町鵜方3080　 43・1418

庁舎案内図志摩市役所の
（令和７年４月１日現在）

開庁時間 ８時30分～17時15分
閉 庁 日 土曜日・日曜日・祝日

12月29日～１月３日


